
【リップル】
■ リップルとは？
・リップル（ripple）とは、もともと「さざ波」を意味する英語です。
・センサを使用する場合におけるリップルとは、次のように考えることができます。
直流タイプのセンサを使用する場合において、直流電源から供給された直流電圧は完全な一直線の直流ではなく、
脈を打ったような波形（これを、脈流と言います。）となります。
この時、脈流の最大値から最小値までの幅をリップルと言います。

理想的な直流電圧波形
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図１

 

直流電圧（リップルなし）

図２

 

直流電圧（リップルあり）

最大値（MAX.）

最小値（MIN.）

直流電圧（平均値）

現実的な直流電圧波形

・図１は、“理想的な”直流電圧の様子で、脈流の成分がありません。

・図２は、“現実的的な”直流電圧の様子で、脈流の成分があります。
通常、リップルの最大値（MAX.）と最小値（MIN.）の“差”（＝リップルの幅）を、直流電圧（平均値）に対する割合（％）で
計算し、リップルを表します。

リップル

 

＝
最大値（MAX.）

 

－ 最小値（MIN.）

直流電圧（平均値）
×

 

100（％）



2012年7月

 

№86

 

Ver1.0

（注）№８２：電源電圧、№８７：Ｐ-Ｐ（ピーク

 

ツウ

 

ピーク）の用語解説も、併せてご覧ください。

・例えば、あるセンサ（直流タイプ）の電源電圧仕様が上記のように１２～２４Ｖ

 

ＤＣ±１０％

 

リップルＰ-Ｐ１０％以下
であったとします。
そして、ある直流電源に接続したときの直流電圧波形が、図３のようであったとします。
（波形は直流電源の“質”と、センサの消費電流によって変わります。）

この場合、使用可能かどうか？を判断してみます。

時間の経過図３
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・電源電圧範囲仕様（１２～２４Ｖ±１０％）に入っており、且つ、かつ、リップルも仕様（１０％以下）に入っているので、
使用可能であると判断できます。

・電源電圧が仕様範囲に入っていたとしても、リップルが１０％を超える場合は、使用できません。
例えば、図４のような直流電圧波形になる場合、電源電圧は仕様範囲（１２～２４Ｖ±１０％）に入っていますが、
リップルは６６．７（％）となりますので、この場合は使用不可となります。
商用電源（AC１００Ｖ、または、２００Ｖ）を降圧し、整流して平滑しただけの簡易的な電源を使用すると、このようなこと
が起こる場合があります。
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時間の経過図４
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